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昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
全
国
的
に
猛
威
を
振

る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
新
し
い
生
活
様

式
の
実
践
な
ど
の
対
策
に

よ
り
、
年
末
に
か
け
て

減
少
傾
向
に
転
じ
ま
し
た
。

本
村
で
も
事
業
所
、
商
店
、

村
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ

り
結
果
と
し
て
、
村
内
感

染
者
ゼ
ロ
の
状
況
に
至
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害
の
復
旧
に
つ
き

ま
し
て
は
、
関
係
機
関
や

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
推
進
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

完
全
復
旧
へ
の
工
程
は
時

間
を
要
し
ま
す
。
住
民
生

活
や
産
業
振
興
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お
り

ま
す
が
、
早
期
復
旧
を
目

指
し
今
後
と
も
鋭
意
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

十
一
月
は
中
学
校
で
「
文

化
祭
」、
小
学
校
で
「
五
木

源
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」、
十
二
月
に
保
育
園

で
「
お
ゆ
う
ぎ
か
い
」
が

開
催
さ
れ
児
童
生
徒
、
園

児
の
立
派
な
発
表
に
成
長

を
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し

新
年 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
。
五
木
村
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

携
わ
る
保
護
者
、
関
係
者

の
皆
様
に
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
三
年
十
二

月
七
日
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害
か
ら
一
年
が

過
ぎ
、「
流
域
治
水
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
「
流
水
型
ダ

ム
」
の
国
に
よ
る
調
査
検

討
が
進
み
、
場
所
、
ダ
ム
高
、

湛
水
面
積
な
ど
の
ダ
ム
の

諸
元
が
議
会
と
執
行
部
に

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

九
州
地
方
整
備
局
の
藤

巻
局
長
と
蒲
島
知
事
の
挨

拶
が
あ
り
、
五
木
村
振
興
・

再
建
に
つ
い
て
極
め
て
重

要
で
あ
る
と
発
言
さ
れ
、

国
と
県
で
連
携
し
な
が
ら

最
大
限
の
支
援
を
行
う
と

確
約
さ
れ
ま
し
た
。
村
と

し
て
は
今
回
の
説
明
が
こ

れ
か
ら
の
協
議
の
ス
タ
ー

ト
と
捉
え
、
村
民
の
安
心
・

安
全
の
確
保
、
産
業
振
興
、

道
路
網
の
整
備
、
そ
の
他

諸
課
題
の
解
決
が
重
要
と

し
て
、
今
後
、
国
、
県
と

の
協
議
が
整
い
、
村
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
時
が
「
流

水
型
ダ
ム
」
に
つ
い
て
の

最
終
判
断
を
行
う
時
期
と

考
え
て
お
り
ま
す
。　

　

今
後
、
村
民
の
皆
様
と

情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

村
の
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な

い
よ
う
に
「
ひ
か
り
輝
く
五

木
村
」
づ
く
り
に
議
会
と
共

に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
村
づ
く
り
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
子
ど
も
に
夢

を
・
若
者
に
力
を
・
高
齢

者
に
笑
顔
を
」
を
目
指
し
、

小
さ
い
村
だ
か
ら
で
き
る

政
策
を
進
め
、
持
続
可
能

な
村
と
な
る
よ
う
、
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
一
月
は
成
人

式
、
消
防
出
初
式
、
新
春

駅
伝
大
会
な
ど
年
頭
行
事

が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
輝
か
し
い
新
春
と
穏

や
か
な
地
域
の
安
泰
を
願

い
、
村
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
明
る
い
希

望
の
持
て
る
一
年
と
な
り

ま
す
様
ご
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
清
々
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
四
年
も
村
民
皆

様
の
ご
多
幸
と
安
心·

安

全
で
穏
や
か
な
村
の
安

泰
を
皆
様
と
共
に
祈
念

い
た
し
ま
す
。

五
木
村
長

　

木
下
丈
二

3 2広報いつき１月号2022.1Itsuki Village Public Relations   2022.1



　西谷地区の森下チヅ子さんが１０
月１２日で満１００歳の誕生日を迎
えられました。
　森下さんは現在、自宅で長男ご夫
婦と一緒に生活をしており、木下村
長より「満１００歳のお誕生日おめ
でとうございます。心よりお祝い申
し上げます。」と祝いの言葉に対し、

「ありがとうございます」と元気に感
謝の意を述べられました。
　チヅ子さんは長崎県佐世保市出
身、海軍軍事部にお勤めの時に、同じ
軍事部にいた夫「正徳さん」と職場恋
愛により２５歳で結婚され、終戦と
同時に夫の地元である五木村へ移ら
れたそうです。五木村では、夫婦で農業を行いながら４人の子どもを育てられ現在に至ります。健康の秘訣は
と尋ねると、「好き嫌いせず何でも食べること。特に刺身が大好き」だそうです。たまにお酒（焼酎）も飲まれる
そうです。私生活では、身の回りのこと（着替え・歩行）も自分で行うようにしており、今は、週４日のデイサー
ビスが楽しみということです。　　
　別日には、ご家族が一同に集まりチヅ子さんを囲んでお祝いをされたそうです。いつまでもお元気でお過ご
しください。

むらのできごとむらのできごと

百寿祝い　森下チヅ子さん　満１００歳

木下村長とご家族と一緒に（森下チヅ子さん：左から2番目）

こ
と
で
、年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
仕

事
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
、慢
性
的

な
人
手
不
足
の
解
消
や
、各
事
業
所
の

負
担
軽
減
、ま
た
、そ
の
新
し
い
働
き

方
を
通
し
て
、五
木
村
へ
の
移
住
者
の

増
加
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
発
足
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
取
組
に
賛
同
い
た
だ
い
た
方
よ
り

応
募
が
あ
り
、現
在
、県
外
出
身
の
２

名
の
方
に
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
教
習
所
熊
本

五
木
村
校
開
校

　

人
吉
球
磨
管
内
初
と
な
る
ド
ロ
ー

ン
教
習
所
が
五
木
村
に
開
校
さ
れ
、９

月
14
日
、そ
の
開
校
式
が
渓
流
ヴ
ィ
ラ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
多
目
的
室
に
て
執
り

行
わ
れ
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
皆
様
に
お
な
じ
み
の
平
山
光
信
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
よ
り
、開
校
の
経
緯

や
講
習
内
容
の
説
明
、今
後
の
展
開

等
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
は
大
変
好
評
を
博
し
、既
に

30
名
を
超
え
る
多
く
の
方
々
に
受
講

い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
木
村
議
会

新
体
制
ス
タ
ー
ト

　

任
期
満
了
に
伴
う
五
木
村
議
会

議
員
一
般
選
挙
は
、７
月
25
日
投
開
票

が
行
わ
れ
、新
体
制
に
て
村
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

な
お
、本
選
挙
の
投
票
率
は
85
・

74
％
と
高
水
準
で
あ
り
、村
民
の
村
政

への
意
識
の
高
さ
が
覗
え
ま
し
た
。

　

九
折
瀬
地
区
に
て
実
施
し
て
お
り

ま
し
た
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

（
国
道
４
４
５
号
）

　

道
路
拡
幅
工
事
、橋
梁
新
設
工
事

を
平
成
29
年
2
月
よ
り
開
始
し
て
お

り
、3
月
に
工
事
が
完
了
し
、3
月
31

日
よ
り
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
折
瀬
橋
の
延
長
は
１
０
５ｍ
で
起

終
点
に
は
木
下
村
長
の
直
筆
に
よ
る

橋
名
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
村
道
神
屋
敷
線
）

　

落
石
対
策
工
事
、橋
梁
新
設
工
事
、

舗
装
修
繕
工
事
等
を
平
成
27
年
よ
り

開
始
し
て
お
り
、12
月
に
工
事
が
完
了

し
、12
月
27
日
よ
り
供
用
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

村
道
神
屋
敷
線
の
整
備
に
よ
り
、

災
害
時
の
孤
立
集
落
の
解
消
等
地
域

の
安
全
・
安
心
の
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
」県
内
で
初
の
認
定

　

五
木
村
複
業
協
同
組
合（
代
表
：

日
野
正
基
氏
）が「
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
」と
し
て
、熊
本
県
内

で
初
め
て
認
定
さ
れ
、そ
の
交
付
式
が

９
月
30
日
に
熊
本
県
庁
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、五
木
村
内
の
９
つ
の
事

業
所（
園
田
農
林
㈱
、㈱
子
守
唄
の
里

五
木
、五
木
と
う
ふ
店
、ロ
ッ
ジ
山
小

屋
、㈲
五
木
屋
本
舗
、Ｇ
Ｍ
Ｔ
協
同
組

合
、五
木
の
友
、㈲
丸
一産
業
、㈱
日
添
）

か
ら
成
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
繁
忙
期
に
人

材
を
派
遣
し
、仕
事
を
組
み
合
わ
せ
る

解
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

木
下
村
長
は
、「
流
水
型
ダ
ム
が
本

村
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、

振
興
、再
建
が
ど
の
よ
う
も
の
と
な
る

の
か
、本
日
の
説
明
会
を
こ
れ
か
ら
の

協
議
の
ス
タ
ー
ト
と
し
、今
後
、協
議
が

整
い
、村
民
の
理
解
が
得
ら
れ
た
時
、

村
と
し
て
最
終
判
断
を
し
た
い
」と
発

言
さ
れ
ま
し
た
。

国
道
４
４
５
号（
九
折
瀬
橋
）及

び
村
道
神
屋
敷
線
供
用
開
始

流
水
型
ダ
ム
の
位
置
や
規
模
示
さ
れ
る

　

12
月
７
日
、藤
巻
九
州
地
方
整
備
局
長
が
、蒲
島
熊
本
県

知
事
と
と
も
に
来
村
し
、村
及
び
村
議
会
に
対
し
、流
水
型
ダ
ム
の

建
設
方
針
及
び
位
置
な
ど
の
諸
元
に
つい
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
付
替
道
路
等
の
各
種
の
生
活
再
建
の
状
況
、ダ
ム
本

体
関
連
工
事
の
状
況
か
ら
、ダ
ム
の
位
置・高
さ・湛
水
範
囲
は
従
来

の
貯
水
型
ダ
ム
と
同
じ
と
し
な
が
ら
、構
造
に
つ
い
て
は
従
来
の
ア
ー

チ
式
か
ら
重
力
式
ダ
ム
と
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、藤
巻
局
長
か
ら
、「
過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え
つ
つ
、新
た
な

流
水
型
ダ
ム
を
前
提
と
し
た
村
の
新
た
な
振
興
に
つ
い
て
、国
、県
で

し
っ
か
り
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
約
束
さ

せ
て
い
た
だ
く
」、蒲
島
知
事
か
ら
は
、ダ
ム
白
紙
撤
回
か
ら
の
方
針

転
換
で
再
度
困
惑
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
お
詫
び
と
合
わ
せ「
こ

れ
ま
で
以
上
の
責
任
と
覚
悟
を
持
っ
て
、五
木
村
の
振
興
に
不
退
転

の
決
意
で
取
り
組
む
こ
と
を
改
め
て
約
束
す
る
」と
述
べ
ら
れ
、理

  
二
〇
二
一
年 

五
木
村 

五
大
ニ
ュ
ー
ス

二
〇
二
一
年「
広
報
い
つ
き
」で
は
様
々
な
出
来
事
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

選
ん
だ
五
木
村
五
大
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

１１

３３

５５ ４４
（左）個人の部3位の木野辰喜さん　（右）両老人クラブの皆さん

　11月16日、錦町町民グラウンドにおいて、郡老
連グラウンドゴルフ大会が行われ、五木村老人クラ
ブ連合会からも代表2チーム（鶴亀老人クラブ・銀
杏老人クラブ）の選手が出場しました。当日は、8
町村から31チームの参加があり、上位を目指して、
霧の深い寒い中、白い息を吐きながら競技をされて
いました。
　結果は、団体の部では上位に行くことはできません
でしたが、個人の部では鶴亀老人クラブの木野辰喜さ
ん（頭地）が3位の結果を残されました。
　代表の皆さん、お疲れさまでした。

　11月 17日、香
川県において、全国
老人クラブ連合会
表彰式が行われ、
五木村の土肥啓資
さん（白岩戸）が会
長賞の育成功労賞
を受賞されました。
授賞式には、新型
コロナウイルス感
染予防対策で、出
席することはできませんでしたが、12月10日、五木村
保健福祉総合センターにおいて、ご本人へ表彰の伝達
式が行われました。
　土肥さんは、五木村老人クラブ連合会会長を平成20
年5月1日から平成28年4月30日まで、副会長を平
成28年5月1日から平成29年4月30日まで歴任さ
れておられ、平成23年度には、熊本県老人クラブ連合
会会長賞を受賞されております。長年にわたり五木村
老人クラブの育成・発展に尽力された功績により今回、
受賞となりました。土肥啓資さんおめでとうございます。

土肥啓資さん 全国老人クラブ
連合会会長表彰を受賞

球磨郡老人クラブ連合会
グラウンドゴルフ大会開催！

受賞された土肥啓資さん

２２
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むらのできごとむらのできごと

法務大臣感謝状が伝達された吉松ひとみさん

　９月３０日をもって人権擁護委員を退任された吉松ひとみさん（頭地）へ、法務大臣より感謝状が授与される
こととなり、その伝達式が１０月２１日に役場応接室で行われました。
　伝達式では、木下村長、人吉人権擁護委員協議会の祝憲生会長立ち合いのもと、熊本地方法務局人吉支局の崎
村和洋支局長から感謝状が手渡され、吉松さんへ慰労のことばが述べられました。
　吉松さんは、平成２４年６月１日から令和３年９月３０日までの９年４か月の間、人権擁護委員を務められ、
任期中は、同じく人権擁護委員であられる辻篤子さん（頭地）とともに、村内で年４回開催される無料人権相談
所での相談をはじめ、人権の花運動や人権教室などを通して、人権運動啓発にご尽力されました。

人権擁護委員法務大臣感謝状伝達式

楽しみながら健康増進

パレードの様子

　１１月９日、五木村消防団と人吉下球磨消防組合
北分署合同で秋季防火パレードを行いました。
　これは、全国一斉秋の火災予防運動期間中の取り
組みの１つとして、火災予防の普及啓発を図るため
に毎年行われています。
　近年、五木村で火災は発生していませんが、今後
も一人ひとりが注意していきましょう。

　１０月２４日、北分館主催による「第１２回健康づく
りグラウンドゴルフ大会」が秋晴れの清々しい天候の
もとに宮園グラウンドで開催されました。
　この日、参加者はマスク着用や距離を空けてという
感染対策を十分にとった上で競技が始まり、狙った
ホールから大きく外れたり、本人もビックリのホールイ
ンワンが飛び出すと笑い声や拍手が響き、子どもから
大人までが和気あいあいと楽しいひと時を過ごしてい
ました。結果、佐藤政美さん（宮園）が優勝し、最高齢
者賞は西村久徳さん（西谷）が獲得しました。

北分館健康づくり
グラウンドゴルフ大会 秋季防火パレード

ゲートボール

グラウンド・ゴルフ

左：孤立集落救出訓練
中：山林火災対応訓練
右：小型ポンプ中継訓練

１０月５日（火）
〇ゲートボール
　湯前町民グラウンド
　男子の部　　　
　対山江村（●８－１６）
　対球磨村（●５－２５）
　対錦町（●１５－１７）
　対湯前町（●８－１０）
　順位　第５位

　女子　予選　
　対水上村（〇１２－９）
　対山江村（〇１５－１３）
　準決勝　
　対球磨村（●１０－１２）
　３位決定戦
　対錦町（●８－２５）
　順位　第４位

１０月２６日（火）
〇グラウンド・ゴルフ
　あさぎり町
　森園カントリーパーク
　男子の部
　得点：２１７点
　順位　第９位
　
　女子の部
　得点：２２９
　順位　第８位
　
　
　※ゴルフ競技は開催中止

２年ぶり開催の球磨郡民体育祭も後半戦。五木村からはゲートボール・グラウンドゴルフに出場しました。

　１０月１７日に五木村消防団、人吉下球磨消防組合北分署、熊本県防災消防航空隊合同により、頭地地区、五
木源パークを舞台に訓練を実施しました。
　今回の訓練は、近年の異常気象により全国で災害が頻発しており、また、令和２年７月豪雨災害で甚大な被害
を受けたことを教訓とし、少しでも多くの被害軽減を図るため消防団、消防署、航空隊と連携し、安全確実迅速
に災害対応が行えるよう計画したものです。
　孤立集落救出、山林火災対応、小型ポンプ中継それぞれの訓練において、各自の役割を理解し、迅速かつ安全
な対応をし、大変有意義な訓練となりました。

第７１回球磨郡民体育祭（後半戦）

五木村・熊本県防災消防航空隊合同訓練
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　１２月４日、いつき保育園のホールにて、おゆう
ぎかいが行われました。
　保育士さん手作りの衣装に身を包んだ園児が登
場すると、会場から歓声が上がっていました。キョ
トンと動かない子や今年流行りの曲にノリノリの
子と様々な表情が見られ、かわいらしい園児たち
に終始温かい拍手が送られました。
　当日は、４月に完成した園歌の看板のお披露目
も行われました。元五木中学校教諭の永井秀美先
生より作詞・作曲して頂いた園歌は、園児たちが歌
いやすく親しみやすいものとなっており、全園児
で元気に歌って披露してくれました。これから末
永く歌い継がれていくものでしょう。

むらのできごとむらのできごと

新しい園歌の看板

五木村長賞を受賞した新坂さん、森下さん、柳川さん（左側から）

みんなで園歌を歌いました

五木の子守唄を合唱しました

　「税を考える週間（毎年１１月１１日から１７日）に合わせ、毎年、租税教育の一環として人吉球磨地区租税
教育推進協議会が募集した「税に関する作品」において、習字で五木東小学校６年の新坂祐斗さん、作文で五木
中学校１年の森下彩香さん、標語で五木中学校２年の柳川葵さんが五木村長賞に入選しました。
　表彰式は各学校の文化祭等で行われ、応募作品は１１月１日から３０日まで役場１階ロビーに展示したほ
か、習字の入選作品はサンロード㈱サンロードシティ店（錦町）にて１１月１１日から１７日まで展示されま
した。

　１１月１４日、五木中学校文化祭が同校体育館にて開催され、「磨
ま い し ん

五進～新たな自分　伝えよう思い　広がれ
笑顔～」をテーマに、ＮＩＥ活動や総合的な学習の時間で学んだことのステージ発表、合唱などの披露がありま
した。
　会場後方には生徒による各教科にちなんだ作品等が展示されており、来場者は数々の素晴らしい作品に見
入っていました。

　１１月２０日、「とどけよう笑顔　みんながんばり　かがやく　五木源フェスタ」のスローガンのもと、五木
源ふれあいフェスティバルが五木東小学校体育館で開催されました。
　予想外の校長先生とパウエル先生のデュエットから始まり、２学年ずつの工夫を凝らしたステージ発表、全
児童による合唱・合奏が披露され、大きな驚きと感動に対し、会場からは大きな拍手が送られました。

いつき保育園でのおゆうぎかいについて

「税に関する作品」五木村長賞表彰五木中学校文化祭

五木源ふれあいフェスティバル
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むらのできごとむらのできごと

『いきいき大学閉講』
～これからも活き活きと～ 中学校での芸術鑑賞

『生涯学習講座絵手紙開講』
～絵のある手紙をかき送る～ 秋晴れのもと粟収穫体験

『生涯学習講座竹細工閉講』
～完成までの軌跡～

「心のきずなを深める」
ポスター表彰

パウエル先生の
英語チャレンジ教室

いつも
おしごとおつかれさまです

修学旅行に行ってきました！※第4回学習会時

笑いあり、涙ありの劇に夢中

絵手紙作製スタート！

収穫は思ったより大変だけど楽しい!

素晴らしい作品が完成しました！

奨励賞受賞おめでとうございます

楽しくみんなで英会話 いつき保育園のみなさんからプレゼントをいただきました

　１１月７日に生涯学習講座（竹細工）が閉講しま
した。
　全８回の開催で短時間ではありましたが、受講生の
皆さまは、１回１回の講座に熱心に参加されており、た
くさんの素晴らしい作品が完成しました。受講生の中
には、「これからは自分で作製していきたい」「今後もこ
のような講座があったら参加したい」という声があり、
とても充実した講座となりました。
　今後も活気ある講座を開催していきます。

　令和３年度「心のきずなを深める」ためのポス
ター・標語の作品募集において、五木中学校１年生
の森下彩香さんの作品がポスターの部で奨励賞を
受賞され、１１月２８日、熊本県庁において表彰式
が行われました。
　心の傷は親しい人にさえなかなか気づいてもら
えないことを表現した素晴らしい作品でした。

　パウエル先生は、保育園や小学校、中学校で英語
を子どもたちに教えておられますが、子どもたちだ
けでなく五木村の大人の方々にも英語に触れても
らおうと企画し、１１月に開催しました。
　週に1回の教室ではありましたが、皆さん楽しく
学ばれていました。
　これからも皆さんが学びたい学習講座が行える
ように企画していきます。

　１１月１７日、いつき保育園ゆり組のみなさん
が、村内事業所へ勤労感謝の日のプレゼントを届け
てくれました。
　よいこのみなさんの笑顔を力に変えて、働く皆
様、これからもお仕事頑張りましょう!!!

　１１月１９日開催の第５回学習会をもって今年度の
いきいき大学が閉講しました。
　全５回の開催でありましたが、受講生の皆さまは、１
回１回の学習会を元気に楽しく受講されており、とて
も有意義な学習会を実行することができました。
　受講生の皆さまからは「とても楽しかった」「また来
年も会いましょう」とお声をいただきました。
　来年度もより充実した学習会を計画していきます。

　１０月１４日、五木中学校体育館において小学
生、中学生を対象にしたミュージカル「泣いた赤お
に」の公演がありました。
　上演前には、舞台で使用する小道具を児童生徒が
作成し、みんなで一つの作品を作り上げることがで
きました。

　１１月２０日に生涯学習講座（絵手紙）が開講し
ました。
　この講座は、楽しく人生を過ごすために生涯学習
に取り組む目的として行われています。
　第１回目は、山の植物や持参した物を題材に絵手
紙を作製していきました。熟練者の方は、見事な作
品を作製されており、初めて受講される方も特徴を
捉えて描かれておられました。
　今後もたくさんの絵手紙を作製していきます。

　五木中学校では、五木村の伝統農法である焼畑体
験をとおして地域の伝統や地域そのものを大切にしよ
うとする心を育てる取り組みが行われています。
　１１月２日には、瀬目地区の農地で栽培されている
粟の収穫体験が行われ、初めて見る粟の穂に感動の
声をあげながら大きく実った粟の穂を一つ一つ丁寧に
刈り取っていました。
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軽い症状　→　めまい、立ちくらみ
重い症状　→　意識がなくなる、胸が痛い、息苦しい、ろれつが回らない　など

　ワクチンを接種した方も、マスクの着用と手指の消毒を行い、引き続き
感染予防をしましょう。

　ヒートショックとは、急激な温度差により血圧が大きく変動すること
で、失神や心筋梗塞、脳梗塞が起こり、身体へ悪影響を及ぼす状態です。
　暖かい部屋から寒い場所（お風呂場、トイレ）へ移動したときに起こり
やすく、入浴中の溺死につながる可能性があります。

□   当てはまる人は、特に注意が必要です！
□　６５歳以上である
□　高血圧、糖尿病、動脈硬化、肥満、不整脈のいずれかがある
□　浴室に暖房器具がない　　□　飲酒してすぐに入浴する習慣がある
□　熱い風呂に入る　　　　　□　30分以上浴槽につかる

《お問い合わせ先一覧》

新型コロナウイルス感染症について

今回のテーマ　「冬に多いヒートショック」

◎五木村のワクチンに関すること
新型コロナウイルスワクチンの接種（時期や接種の流れなど）に関する全般
☎ 37-2218　もしくは、37-2283　受付時間:8時30分～17時30分（月～金曜日のみ）

◎「もしかすると、コロナかも？」と思ったら
① まずは、身近な医療機関やかかりつけの医療機関に電話で相談してください。
② かかりつけの医療機関がなく相談する医療機関がわからない場合
　 球磨地域受診・案内センター　☎ ０８０－２１０２－２６２０
　  熊本県受診・案内センター　　　 ☎ ０５７０－０９６－５６７
　  熊本県新型コロナウイルス感染症専用相談窓口　☎ ０９６－３００－５９０９　（２４時間対応）

乳幼児健診のお知らせ
期　日 受付時間（午後） 場所 対象者

１月７日㈮
２月４日㈮ 1：30～2：00 保健センター 3・6・10ケ月、1歳2ケ月、

1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは中止する場合があります。

お問い合わせ先：保健福祉課 TEL：37－2214 （IP：2214）

川畑先生の面白いお話や、ゲーム·パズルで楽しく脳を鍛えます。物忘れが気になる方におすすめです。

不安やストレスのお悩み、精神の病気かな？と心配な方や家族、気軽にご相談ください。

寒くなり、運動不足になっていませんか？ みなさんで一緒に体操やレクリエーションを楽しみましょう♪

介護予防教室

★脳いきいき教室の日程

★げんぞう会の日程 ※参加対象：要介護認定されていない65歳以上の方

１　　　　　月 ２　　　　　月
場 所 三  浦 宮  園 頭  地 小  鶴 三  浦 宮  園 頭  地 小  鶴

期 日 18日
（火）

20日
（木）

11・25日
（火）

13・27日
（木）

1・15日
（火）

3・17日
（木）

8・22日
（火）

10・24日
（木）

時 間 受付：午前9：30～　　開始：午前10：00～ 受付：午前9：30～　　開始：午前10：00～
場 所 下梶原 平沢津 瀬  目 平  瀬 下梶原 平沢津 瀬  目 平  瀬

期 日 18日
（火）

20日
（木）

11・25日
（火）

13・27日
（木）

1・15日
（火）

3・17日
（木）

8・22日
（火）

10・24日
（木）

時 間 受付：午後１：15～　　開始：午後１：45～ 受付：午後１：15～　　開始：午後１：45～

１　　　　　月 ２　　　　　月
期　日 １２日・１９日・２６日（水） 2日・9日・１６日（水）
場　所 保健センター 宮園交流館 保健センター 宮園交流館

時　間
受付：午前　9：30 受付：午後　1：00 受付：午前　9：30 受付：午後　1：00
開始：午前 10：00 開始：午後　1：30 開始：午前 10：00 開始：午後　1：30

人吉保健所　精神保健相談 五木村　こころの健康相談
精神科医が相談を受けます。 臨床心理士が相談を受けます。

【１月】１月13日（木）人吉保健所
　　　　１月28日（金）多良木町多目的研修センター
【２月】２月10日（木）　  人吉保健所　　　   ２月25日（金）
完全予約制です。事前に保健所まで連絡してください。

相談内容：物忘れ、人間関係の悩みや病の対応等
【１月】１月19日（水）
【３月】３月11日（金）
◎相談内容の秘密は固く守られます。
◎希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。

お問い合わせ先
人吉保健所保健予防課（TEL：２２－５２８９）

お問い合わせ先
保健福祉課（TEL：３７－２２１４ （IP：２２１４））

こころの健康相談（相談無料）
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Itsuki VillageNews

01
令和３年度　子育て世帯への臨時特別給付金
についてのお知らせ

保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯を支援する取組の一つとして、　臨時・特別の
一時金を支給します。
　この「子育て世帯への臨時特別給付金」は、五木村では１８歳以下の児童一人につき一括１０万円の
現金給付を行うことになりました。

【対象児童】
①　令和３年９月分の児童手当（本則給付）支給対象となる児童
②　�令和３年９月３０日時点で高校生相当年齢（平成１５年４月２日～平成１８年４月１日生まれ（注））
の児童（保護者の所得が児童手当（本則給付）の支給対象となる金額と同等未満の場合）

③　令和４年３月３１日までに生まれた児童手当（本則給付）の支給対象児童（新生児）
（注）�生年月日が②で定める期間内であれば足り、高等学校等に在籍していることは必要ありません。た

だし、婚姻している場合は支給対象外となります。

【支給対象者】
　上記に記載のある対象児童の保護者のうち、生計を維持する程度の高い方で、かつ、児童手当の受給
者もしくはそれに準ずる者

【給付額】
対象児童1人につき、１０万円

【支給時期】
　支給対象者には、１２月から順次通知・支給（１２月下旬）を開始しております。１２月末以降、通知や
入金の確認ができなかった場合には、役場保健福祉課までお問合せください。

【支給方法】
原則、申請手続きが不要な「プッシュ型（積極支給）」での支給を行います。
※�一部、申請手続きが必要な方（児童手当を受給していない、高校生等のみを養育している保護者、児童
手当を職場で受給している公務員、新生児支給対象者）がいます。申請手続きが必要な方には、別途
通知しております。通知が確認できなかった場合には、保健福祉課までお問合せください。

【申請時期（申請が必要な場合）】
令和４年１月１１日（火）～令和４年３月２５日（金）
※審査後、受給資格が確認でき次第順次入金します。

Itsuki VillageNews

02
特別児童扶養手当、特別障害者手当、
障害児福祉手当をご存知ですか？

■特別児童扶養手当
　２０歳未満の身体又は知的・精神に中度以上の障がいを有する児童を監護する父・母また
は父母にかわってその児童を養育している方に支給される手当です。ただし、社会福祉施設
に入所している児童や、障がいを理由とする公的年金を受けている児童は対象となりません。

　・手当額（令和３年度）
　特児１級　月額　52,500 円
　特児２級　月額　34,970 円

■特別障害者手当
　身体又は精神（知的）に著しく重度の障がいがあり、日常生活で常時特別な介護を必要と
する２０歳以上の在宅の方に対し、支給される手当です。ただし、社会福祉施設に入所して
いる方や、病院に３か月以上継続して入院している方は対象となりません。

　・手当額（令和３年度）
　月額　27,350 円

■障害児福祉手当
　身体や精神（知的）に重度の障がいがあり、日常生活において常時の介護を必要とする
２０歳未満の在宅の児童に対し、支給される手当です。ただし、社会福祉施設に入所してい
る児童や、障がいを理由とする公的年金を受けている児童は対象となりません。

　・手当額（令和３年度）
　月額　14,880 円

※各種手当の支給には所得制限があります。
※�各種手当の支給には審査があります。障がいの程度について詳細な要件がありますので、
申請をご希望される場合には事前に保健福祉課窓口までご相談ください。

Itsuki VillageNews

03 五木村診療所マイナ受付導入について
五木村診療所では、マイナンバーカードを健康保険証として
利用できる（マイナ受付）ようになります。

利用開始日　令和４年１月４日㈫
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06 令和４年度　いつき保育園園児募集

Itsuki VillageNews

05 国民健康保険医療費の状況についてのお知らせ
～令和3年9月・10月診療分～

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

 保健福祉課　TEL：37－2214　（IP：2214）お問い合わせ先

9月 10月

件数 保険者（五木村） 前月比 前月増減 件数 保険者（五木村） 前月比 前月増減

入　　院 9 4,227,961 円 －31.77％ － 1,969,121 7 5,620,490 円 ＋32.94％ 1,392,529

外　　来 258 3,048,337 円 ＋2.71％ 80,291 259 3,323,036 円 ＋9.01％ 274,699

調　　剤 103 763,050 円 －11.43％ － 98,498 109 798,792 円 ＋4.68％ 35,742

食事・生活療養費 − 236,368 円 ＋46.55％ 75,076 − 218,500 円 －7.56％ － 17,868

その他療養費 4 15,786 円 －14.65％ － 2,710 6 13,360 円 －15.37％ － 2,426

合　　計 374 8,291,502 円 －18.76％ － 1,914,962 381 9,974,178 円 ＋20.29％ 1,682,676

国保被保険者数 １人あたり保険者負担額（月額） 前月比
９月 243 人 34,121 円 −18.43％

10 月 242 人 41,216 円 +20.79％

9月の医療費は前月に比べて減少しましたが、10月の医療費は増加しています。
入院費の増減が医療費の増減に直結している状態です。
長期入院や複数回の手術とならないように、早期治療に努めてください。
寒い日が続きますが、体調管理に留意し、年末年始も健康に過ごしましょう!

　入園対象児　村内に居住する満０歳から小学校就学前まで

　申込書設置場所　いつき保育園·五木村社会福祉協議会·五木村役場保健福祉課

　入所申込期間　令和４年１月４日（火）～１月３１日（月）

　　　　　　　　（この他にも随時入所を受付けております。）

　受付場所　五木村役場　保健福祉課

　　　　　　（事前に電話連絡の上ご来庁ください。）

　受付時間　月～金曜日　午前８時30分～午後５時１５分

　※令和４年度受付分より世帯全員分のマイナンバーが必要となります。
　※現在入園されている方は、現況届兼施設利用申込書を提出下さい。
　　詳細は下記までお尋ね下さい。

Itsuki VillageNews

04

①閲覧開始日　令和３年１０月２１日から

②マイナポータル上で閲覧可能な項目
●受診者情報
　　（氏名・性別・生年月日・年齢（受診日基準）・保険者番号・被保険者番号）
●後期高齢者健診結果　　※歯科健診の受診結果は閲覧できません。
　１．診察（既往歴等）
　２．身体計測（身長・体重・BMI）
　３．血圧測定
　４．血液検査（肝機能・血糖・脂質等）
　５．尿検査
　６．心電図及び眼底検査※1

　　　※1　医師の判断のもと実施した方のみ結果が閲覧できます

③閲覧可能な健診結果
　令和２年度分から受診結果が閲覧でき、順次登録された５年間分の情報が閲覧可能と
なります。
※�令和３年度以降の受診結果の閲覧は、健診受診後、約３～４ヶ月程度期間を要します。
場合によっては、それ以上に時間を要することもございます。

④問い合わせ
熊本県後期高齢者医療広域連合　事業課　TEL：０９６－３６８－６７７７
五木村役場　保健福祉課　TEL：３７－２２１４　（IP：2214）

マイナポータル上で後期高齢者健診結果を
閲覧できようになりました

後期高齢者医療の被保険者の皆様へ

マイナポータルとは？
政府が運営するオンラインサービスです。
自分専用のサイトから、行政手続きの検索やオンライン申請
ができたり、行政からのお知らせを受け取れたりすることがで
きます。

Itsuki Village Public Relations   2022.117 16広報いつき１月号2022.1



Itsuki VillageNews村からのお知らせ

個
人
住
民
税
申
告
期
間
は
、
２
月
16
日
㈬
か
ら
３
月
15
日
㈫
ま
で
で
す

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

Itsuki VillageNews

07令和４年　個人住民税申告について
　年金相談は予約制となっております。予約なしで来訪されると対応できない場合もありま
すので、必ず予約をしてください。

1月
場所 人吉市東西コミュニティセンター 錦町社会福祉協議会

（温泉センター） 多良木町役場

日時 17日（月）・24日（月）・31日（月） 12日（水）・26日（水）   5日（水）・19日（水）

2月
場所 人吉市東西コミュニティセンター 錦町社会福祉協議会

（温泉センター） 多良木町役場

日時   7日（月）・14日（月）・21日（月）
28日（月）   9日（水）   2日（水）・16日（水）

相談時間 午前9時30分～午後5時 午前９時～午後５時

【予約先】　八代年金事務所　お客様相談室　☎ ０９６５－３５－６１２３　自動音声①→②
※その他不明な点は　五木村役場　住民税務課　☎ ３７－２２１３ まで

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったとき
に、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
国民年金は２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務付けられています。
２０歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！
□将来の大きな支えになります！
　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されま
す。
□老後のためだけのものではありません！
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、
病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その
加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

□「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の
納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
□「納付猶予制度」
　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に
国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

～新成人の皆さんへ～　20歳になったら国民年金

Itsuki VillageNews

08 八代年金事務所・年金出張相談（1・2月）
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付
猶
予
制
度
」　
　
　

 　保険料を未納のまま放置すると、年金の給付を受け取ることができない場合があります。
　また、保険料には学生納付特例制度、納付猶予制度の他、免除制度があります。国民年金
のご相談・お手続きは、市区町村または年金事務所までお問い合わせください。

　令和４年１月１日現在で五木村に住所がある方は、令和３年中（2021年中）の収入について個人住民
税の申告が必要となります。
　個人住民税の申告をしないと国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料等の適正な算定
や所得証明書等の税務証明の発行ができなくなります。
　申告会場及び日程等につきましては、別途、通知いたします。

　【申告が必要な方】

　　・収入が無かった方（村内に住所がある親族の扶養となっている方を除く）
　　・営業、農業、配当等の所得があった方
　　・給与所得者でその他の収入があった方
　　・日雇い、パート、アルバイトなどの収入があった方
　　・退職し、再就職していない方（年末調整が未済で控除等の追加がある方）
　　・公的年金受給者で社会保険料等の控除を受ける方や他の収入があった方
　　・遺族年金や障害年金等の非課税年金のみを受給していた方、雇用保険のみを受給していた方

　【申告の必要のない方】

　　・所得が給与所得のみで年末調整を済まされた方
　　・収入が公的年金のみで所得控除の必要のない方
　　・税務署に所得税の確定申告を提出された方
　　・収入がなかった方のうち五木村に住所がある親族の扶養となっている方

　【申告に必要なもの】

　　・�本人確認書類（例　マイナンバーカードまたは通知カード等の「番号確認書類」と運転免許証・健
康保険証等の「身元確認書類」）

　　・源泉徴収票、社会保険料等の払込証明書、医療機関の領収書や支払証明書等
　　・事業所得がある方は、帳簿や決算書、領収書等の収支内訳を確認できるもの

 住民税務課　TEL：37－2213お問い合わせ先

Itsuki Village Public Relations   2022.119 18広報いつき１月号2022.1



INFORMATION

個
人
住
民
税
申
告
期
間
は
、
２
月
16
日
㈬
か
ら
３
月
15
日
㈫
ま
で
で
す

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

人
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さ
せ
る
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垣

を
モ
チ
ー
フ
に
、そ
の
城
壁
に

浮
か
び
上
が
る
三
日
月
を
シ

ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
ま
し
た
。
三

日
月
の
中
に
あ
る
城
の
地
図

記
号
は
、三
日
月
の
形
を
し
た

人
吉
盆
地
の
中
で
の
人
吉
城

の
場
所
を
表
し
て
い
ま
す
。

hitoyoshikum
a.com

）

を
ご
覧
下
さ
い
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

総
務
課
総
務
係

☎
２
３-

３
０
８
０

〇
放
送
大
学
は
、４
月
入
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
学
力
試
験
は
な
く
、種
類
に
よ
る

選
考
の
み
で
入
学
で
き
ま
す
。

〇
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

〇
テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、学
生
は
そ
の
授
業
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き
な
時
に
受
講

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〇
心
理
学・
福
祉・
経
済・
歴
史・

文
学・
情
報・
自
然
科
学
な
ど
、約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〇
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

〇
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
万
１
千
円（
入
学
金
は
別
）。
半

〇
１
１
８
番
と
は
？

　

皆
さ
ん
の
大
好
き
な
海
で
、事

件・事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
、ど
こ

に
連
絡
し
た
ら
良
い
か
ご
存
じ
で
す

か
？
そ
う
で
す「
１
１
８
番
」で
す
。

　

１
１
８
番
は
海
上
に
お
け
る
事

件・
事
故
に
対
し
、迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
す
る
た
め
の
海
上
保
安
庁

緊
急
通
報
用
電
話
番
号
で
、一
般
加

入
電
話
、公
衆
電
話
、携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
、船
舶
電
話
等
か
ら
利
用
で

き
ま
す
。

〇
聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
が
あ
る

方
へ

　

令
和
元
年
11
月
１
日
か
ら
、聴

覚
や
発
話
に
障
が
い
を
持
つ
方
を

対
象
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使

用
し
た
入
力
操
作
に
よ
り
、海
上

保
安
庁
へ
の
緊
急
時
の
通
報
が
可

能
と
な
る「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」
を
運

用
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
登
録
制
で
す
の
で
、表
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、entry@

net118.jp

を
直
接
宛
先
に
入
力
し

て
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
と
、登
録

用
メ
ー
ル
が
返
って
く
る
の
で
、案
内

さ
れ
る
手
順
に
従
い
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部

総
務
課

☎
０
９
９-

２
５
０-

９
８
０
０

　

令
和
３・４
年
度
に
お
い
て
人
吉

球
磨
広
域
行
政
組
合
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、測
量・建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
及
び
物
品
調
達
に
係
る
入
札

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
競
争
入
札
参
加
資
格

申
請
書
の
受
付
を
実
施
し
ま
す
。

〇
申
請
方
法

　

原
則
、郵
送
の
み

〇
受
付
期
間

　

令
和
４
年
２
月
１
日
㈫
か
ら

　

令
和
４
年
２
月
28
日
㈪
ま
で

　

※
当
日
消
印
有
効

　

詳
細・
様
式
等
つ
い
て
は
、
人

吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https//w

w
w
.

年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授

業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

〇
半
年
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

〇
全
国
57
カ
所
に
学
習
セ
ン
タ
ー
や

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

〇
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
熊
本

学
習
セ
ン
タ
ー（
☎
０
９
６-

３
４
１

-

０
８
６
０
）ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

〇
出
願
期
間
は
、第
１
回
は
令
和

４
年
２
月
28
日
㈪
ま
で
、第
２
回

は
３
月
15
日
㈫
ま
で
。

　

凧
揚
げ
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、感
電
事
故
防
止
の
た
め
、電
線

付
近
で
凧
揚
げ
を
行
っ
た
り
、電
柱

や
鉄
塔
に
昇
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、万
一凧
が
電
線
等
に
か
か
っ

た
場
合
は
、自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、

お
近
く
の
九
州
電
力
送
配
電
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願

い
し
ま
す
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

九
州
電
力
送
配
電
株
式
会
社

人
吉
配
電
事
業
所

☎
０
１
２
０-

９
８
６-

９
５
８

○
日
時
：
令
和
４
年
２
月
27
日
㈰

　

午
後
２
時
～
４
時

○
演
題
：「
発
達
障
害
の
理
解
」

　

�

～
生
き
づ
ら
さ
は
ど
こ
か
ら
く
る

の
か
～

○
講
師
：
水
間
宗
幸
氏

　

九
州
看
護
福
祉
大
学

　

社
会
福
祉
学
科　

専
任
講
師

○
対
象
：
ど
な
た
で
も　

○�

申
込
方
法
：
熊
本
い
の
ち
の
電

話
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら

▼
お
問
合
わ
せ
先

　

熊
本
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

　

☎
０
９
６-

３
５
４-

４
３
４
３

　
（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

○
主
催
：
縁
結
び
の
会

○
日
時
：
令
和
４
年
１
月
23
日
㈰

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
基
づ
き
作

ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
を
襲
っ
た
コ

ロ
ナ
、水
害
と
いっ
た
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
災
い
を
受
け
、地
域
へ

向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し

た
。
そ
れ
がReborn

～
再
生
～

で
す
。

　

月
が
満
ち
欠
け
を
繰
り
返
す
よ

う
に
何
度
で
も
再
生
し
て
い
く
意

味
を
こ
め
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、三
日
月
？
な
ぜ
風
水
？
な

ぜ
祈
り
？
な
ぜ
浄
化
？

　

相
良
家
研
究
に
欠
か
せ
な
い
歴

史
書「
南
藤
蔓
綿
録
」に
は
人
吉

城
が「
三
日
月
の
城
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
記
述
、さ
ら
に
は
日
本
史
研
究

の
大
家・児
玉
幸
多
氏
編
纂『
日
本

城
郭
大
系〈
第
18
巻
〉』［
球
磨
地

区
人
吉
城
］�

に
も
陰
陽
道
思
想
に

基
づ
い
た
城
下
町
設
計
の
記
述
が

あ
り
ま
す
。「
祈
り
」と
は
、浄
心
寺

（
湯
前
町
）を
は
じ
め
と
す
る
球
磨

に
展
開
す
る
仏
教
美
術
を
、そ
し

て
、「
浄
化
」は
川
辺
川・球
磨
川
な

ど
美
し
い
自
然
が
心
と
体
を
浄
化

し
て
く
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。

�　

人
吉
球
磨
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て

人
吉
球
磨
全
体
を
再
生
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

当
協
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
は
可

能
で
す
。
人
吉
球
磨
ブ
ラ
ン
ド
商

品
開
発
や
当
協
議
会
の
事
業
に
興

味
を
持
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
ご
参
画

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人　

人
吉
球
磨
観
光

地
域
づ
く
り
協
議
会

☎
４
９-

９
０
１
０

人
吉・
球
磨　

風
水・
祈
り
の
浄
化

町
サ
イ
ト

https://hitoyoshifusui.com
/

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

https://w
w
w
.instagram

.
com

/hitoyoshifusui/

正
午
～

○
場
所
：
カ
フ
ェ
み
な
も
と

○�

参
加
費
：
飲
食
代
等
の
実
費
ご

負
担
お
願
い
し
ま
す
。

○�

参
加
条
件
：
年
齢
不
問
。
他
、詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

○�

申
込
方
法
：
令
和
４
年
１
月
20

日
㈭
ま
で
に
、お
電
話
に
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
合
わ
せ
先

縁
結
び
の
会　

代
表　

中
尾

☎
０
８
０-

５
２
０
３-

１
５
８
６

受
付
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
８
時

　

人
吉
球
磨
唯
一の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

地
域
ブ
ラ
ン
ド
。

　

令
和
元
年
度
か
ら
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
観
光
地
域
ブ
ラ
ン

ド
。
観
光
を
切
り
口
に
、人
吉
球

磨
全
体
を
活
性
化
す
る
の
が
目
的

で
す
。
少
子
高
齢
化
な
ど
厳
し
い

現
状
に
対
し
て
10
市
町
村
が
立
ち

上
が
り
、熊
本
県
そ
し
て
国
も
支

援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
市
町

村
の
30・40
代
若
手
19
名
を
中
心
に

（
11
月
末
現
在
）

人
の
動
き

戸
籍
の
窓
口

転入 転出 出生 死亡

男 3 2 0 1
女 1 2 0 2
計 4 4 0 3

（増減 −3）

人　口 1,019人
世帯数 492世帯

10月 18 日～ 12 月 15 日　届出分

　新年あけましておめでとうございます。本
年も広報いつきへ格別のご愛顧賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。
　昨年は、メジャーリーグで大活躍した大谷
翔平選手の豪快なホームランのように、五木
村でもコロナをも吹き飛ばすような大きな出
来事も色々とございました。詳しくは４頁に
掲載の「２０２１年　五木村５大ニュース」を
ご覧ください。
　２０２２年もまた、五木村の様々なニュー
スを、広報をとおして皆様にお伝えして参り
ます。

（薫寛）

編集後記
感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

「
熊
本
い
の
ち
の
電
話
」

オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会　

無
料

楽
し
い
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
？

人
吉
・
球
磨　

風
水
・
祈
り
の
浄
化

町
っ
て
何
？

海
で
な
に
か
あ
っ
た
ら
…

「
１
１
８
番
！
」

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

令
和
３
・
４
年
度
人
吉
球
磨
広
域

行
政
組
合
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
に
係
る
申
請
の
受
付（
追
加
受

付
）に
つ
い
て

【おくやみ】
12月13日
西 タマエさん （95歳）梶原

 
お
知
ら
せ
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階 部署 直通電話 ＩＰ電話 ＦＡＸ

１Ｆ

総　　務　　課 ３７－２２１１ ２２１１ ３７－２２１５
ふるさと振興課 ３７－２２１２ － －
保 健 福 祉 課 ３７－２２１４ ２２１４ －
住 民 税 務 課 ３７－２２１３ － －
農　　林　　課 ３７－２２４７ ２２４７ －
建　　設　　課 ３７－２０１７ － －
会　　計　　室 ３７－２２８１ － －

２Ｆ
ダ ム 対 策 課 ３７－２２０５ － －
議 会 事 務 局 ３７－２３５２ － ３７－２３５２
教 育 委 員 会 ３７－２２６６ ２２６６ ３７－２２６７

発
行

日
／

令
和

４
年

１
月

１
日

発
行

／
五

木
村

役
場

編
　

集
／

総
務

課
　

印
刷

／
ソ

ー
ゴ

ー
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
https://w

w
w

.vill.itsuki.lg.jp
E-m

ail　
info@

itsuki.kum
am

oto.jp

五木村役場　連絡先一覧
所 在 地：〒868-0201
　　　　　　　熊本県球磨郡五木村甲2672番地7
代表電話番号：37－2211（IP：2211）
代表FAX番号：37－2215
※IP電話、FAXが無い部署はそれぞれ代表番号を
　ご利用下さい。

広
報
い
つ
き
　

N
o

.330

スポーツ推進委員全国功労者表彰

　１１月２７日に荒尾市総合センターにて熊本県スポーツ推進委員研修大会が行われ、
川辺みゆきさんがスポーツ推進委員全国功労者に選出されました。
　川辺さんは、２１年の長きにわたり村民の健康・体力づくり・生涯スポーツの普及に尽
力されました。
　また、五木村スポーツ推進委員及び、球磨郡町村スポーツ推進委員連絡協議会の理事を
務め、五木村の枠を超えた活動や球磨郡のスポーツ振興に顕著な功績が認められました。

五木村公式
ライン
五木村の防災や
行政、観光、移住
に関するさまざ
まな情報を発信
します。

五木村公式
インスタグラム
五木村の見どこ
ろ、イベント、景
色などを紹介し
ます。

五木村公式
ツイッター
五木村の様々な
イベント情報を
発信します。

五木村公式
フェイスブック
五木村の最新情
報を発信します。

　今月の表紙は「門
松」の１枚です。子ど
もたちの持久走を応
援しながら「無病息
災」を祈念し門松を作
る風景は五木村の暮
れの風物詩です。

今月の表紙

１
月
の
行
事
予
定

  4日㈫  成人式
  5日㈬  消防出初式
  7日㈮  行政相談
　　　　（JAくま会議室）
11日㈫   小中学校始業式
13日㈭   し尿汲み取り

16日㈰  新春駅伝大会
21日㈮  行政相談
　　　　（南地区集会室）
27日㈭  し尿汲み取り
31日㈪  区長会

２
月
の
行
事
予
定

  4日㈮   行政相談
　　　　（JAくま会議室）
  8日㈫  特設無料人権相談
　　　　（宮園憩いの家）
10日㈭  し尿汲み取り
16日㈬  住民税申告相談
　　　　（～3月15日まで）

18日㈮  行政相談
　　　　（三浦地区集会室）
19日㈯  人吉球磨ひなまつり
　　　　（五木村）
20日㈰  山の恵み感謝祭
24日㈭   し尿汲み取り
28日㈪   区長会

川辺委員スポーツ推進委員全国功労者表彰

※日程は変更となる場合がございます。


